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り」へと変換した図式は、1980年代には、岡本の人生論としての「爆発」が、茶化される対
象の「バクハツ」へ転換するという構図に移行した。 
最後に岡本太郎の受容の全体像を俯瞰する。1970年代以降、岡本はテレビや週刊誌などの
より大衆に親しいメディアにおいて、啓蒙を自認する芸術家として、必然的にアヴァンギャ
ルド芸術家としての自身の姿や言動を示し続けた。岡本が目指したのは、芸術の生活化、生
活の芸術化、芸術のモラル化であるが、消費の速度の早いテレビ・メディアにおいて自分の
生活全てを芸術として象徴的に提示することは、生活すべてをかけて芸術に打ち込む「芸術
家」イメージを定着させた。それはメディアの波及力によって普遍的な「芸術家」イメージ
となった。これは芸術の社会への普及においてかなりの成果を上げた。あの周囲や時代から
異質な《太陽の塔》が現在も管理維持し続けられ、残されているということがその厳然たる
表れである。しかし同時に、そのイメージは岡本が否定してきた芸術の専門分化と同様に捉
えられる危険性を持ち、芸術は主体的に関わるものではなく距離を持って関与するものとい
う印象を与えてしまった。テレビや週刊誌によって断片的に繰り返し伝えられる岡本は、か
つての著作者としての評価から切り離されていた。それでも、1950年代に芸術界からの批判
を振りきって芸術の啓蒙という見返りの少ない行為を継続した岡本にとって、大衆との直接
の接点が保証される 1980 年代のテレビとの関わりはどうしても必然的なものだったのであ
る。 
以上の本研究の成果から可能となる展開として、芸術家が没後に社会的・文化的要請によ
りその業績が再評価されるプロセスの契機や社会的背景、時代的意義などを考察するための
観点を提供できる。また、1950年代の国民芸術論や大衆文化論における美術の位置付けは、
戦後の「美術家」イメージの起点となっており、さらなる精査が必要である。 
